
地区医師会と行政が市町村を

超えた日常生活圏域全体で

取り組む

医療・介護の多職種連携推進

多職種研修ＷＧ委員活動報告

鳥取県東部医師会 在宅医療介護連携推進室
廣山 恵 橋本渉

鳥取県東部地区 とは

・面積:１,５１８．２２Ｋ㎡
・人口：２２９，７５３人（２０１７年5月）
・人口密度：１５１人/Ｋ㎡（１７人から２４８人）
・高齢化率：３６％（２７.３％から４５.７％）

砂丘

在宅医療・介護連携の推進事業

厚生労働省 第２回 都道府県在宅医療・介護連携担当者・アドバイザー合同会議資料より

地域包括支援センター鳥取県東部医師会

市町直営

東部圏域１市４町の行政連携

◆ 国が示す、在宅医療・介護連携推進事業の８項目を実施
◆ 行政職員と医師会職員（看護師・MSW等）が協働して業務を執行
※ 事業運営費と医師会職員費を委託費として１市４町が負担

連携 支援相談

連携

看護師等専門職の参画
センター運営への参画

【 東部地域の事業方針 】
・行政は、東部医療圏の１市４町が連携し協働実施 （医師会エリアも東部）

・国のモデル事業を参考にし、鳥取県東部地域の実情にあった、全国に例の
ない新しい連携推進体制を構築

・東部医師会 在宅医療介護連携推進室を設置し、行政職員と東部医師会の
専門職員が協働で事業を実施

東部医師会 在宅医療介護連携推進室

【 東部地域の連携イメージ 】
地方都市モデル

⾏政職員派遣



多職種研修ワーキンググループ
-各機関より実務レベル担当を推薦-

推薦団体

� 東部医師会

� 県薬剤師会東部支部

� 県社会福祉士会

� 県介護福祉士会

� 県介護支援専門員連絡協議会

� 市社会福祉協議会

� 県作業療法士会

� 県病院協会東部支部

� 東部地域医療連携協議会

� 行政（地域包括支援センター）

委員の職種

� 医師

� 薬剤師

� 看護師

� 主任介護支援専門員

� 作業療法士

� 保健師

� 社会福祉士・精神保健福祉士

� ＭＳＷ

� 介護福祉士

� 相談員

多職種研修ワーキングの活動

2015年度 2016年度 2017年度

� 多職種研修の現状把
握

� ファシリテーター育
成研修

� 地域包括ケア多職種
向けの資料作成

� 住民、専門職向け講
演会実施

� ワールドカフェで研
修項目抽出

� ファシリテーター
フォローアップ・育
成研修

� 多職種研修実施に向
けて準備

� 多職種研修を3回シ
リーズで開始

� ファシリテーター
フォローアップ・育
成研修

� 多職種向けの講演会
を予定

・事業所によって異なる処置の手順

・研修で学びながら統一していく

・現場の声で項目
を決める

・他職種の理解が必要

・顔の見える対等な関係

・症例検討が必要
研修項目は？

意見結果

ワールドカフェ

地域包括ケア専門職“絆”研修
～仲間同士、知る・つながる・高め合う～

多職種を対象に医師会が主催で事例検討会を年４回実施
他団体が職域に特徴のある多職種研修を定期的に実施

お互いを
知らない、
わかって
ない！？

在宅医療・介護連携推進室 多職種研修WG
ー多職種研修プログラムー

病院から在宅へ
（退院支援）

在宅療養を支援するための多職種による知識向上と意見交換
住民の利益を考えた効果的な多職種連携

多職種連携強化のための研修に特化したプログラム
病いの軌跡を通じ、その人の人生に対するそれぞれの専門職の役割を理解する

医療介護福祉関係者（初学者向け）
医師、看護師、薬剤師、ケアマネ、歯科医師、歯科衛生士、
リハビリ、栄養士、介護士、ヘルパー、福祉関係者、行政職等

在宅療養中
（生活支援）

看取りの時期
（終末期支援）

退院前
カンファレンス

担当者会議
地域包括支援センター

エンドオブライフ
ケア

目的：

内容：

対象：

① ② ③



厚生労働省医政局指導課 在宅医療推進室 在宅医療・介護あんしん２０１２ 資料より
http://www.toubu.tottori.med.or.jp/zaitaku


